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平成26年度 文化庁日本語教育大会 
   日本語教育の地域連携の可能性を考える 
        ー外国人のライフサイクルという視点からー 
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日本に定住を希望する外国人住民が
高齢期に向けて備える「ライフプラン」に
必要な日本語教育実践プログラム 
       実 践 報 告 
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生活者としての外国人に対して、 
日本に定住し高齢期を迎える前に必要となる 
日本での「ライフプラン」を構想するのに必要な 
日本語教育を実施する。 

１．事業の目的 
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２．事業の背景 

群馬県の在留外国人数の推移 
          出典：法務省在留外国人統計． 

平成24年12月末 41,963人 103ヶ国 

5年以上滞在者  
 67.9％（H18年）→ 80.8％（H22年） 

平成22年群馬県定住外国人実態調査 
               （群馬県調べ） 

在留外国人数は増加。在留期間は長期化。   



4 在留期間の長期化に伴い、高齢化も徐々に進行 

群馬県の外国人住民の年齢別人数割合の比較 

50歳以上外国人住民数は 9.1％（Ｈ14年）→15.7％（Ｈ24年） 

２．事業の背景 



みなかみ町 
 177人 0.9％ 

昭和村 
 241人 3.3％  

大泉町 
 5,859人 14.8％ 

太田市 
 7,333人 3.4％ 

伊勢崎市 
 9,984人 4.8％ 

前橋市 
 4,117人 1.2％ 

高崎市 
 4,019人 1.1％ 

群馬県 
 40,489人 2.0％ 

各地域の外国人の状況(2012年末） 

沼田市 
 425人 0.8％ 

２．事業の背景 

（群馬県調べ） 
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伊勢崎市の外国人住民の年齢別人数割合の比較（H25.12現在） 
 

出典：伊勢崎市統計調査 

 50歳以上外国人住民数は1,619人、16.7％。県平均よりも高い。 

２．事業の背景 
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１．群馬で高齢期を迎える 
  備えに関する実態調査 

 
フィリピン・ベトナム・ペルー 

コミュニティで実施 

３．事業の内容 



8 

２．活動内容 

①マネープラン（暮らしを守る「保険」、老後に備える「年
金」、私たちの身近な「税金」、「金融機関」の利用の仕方）、 
 
②ケアプラン（「生活習慣」を見直す、「介護保険」を知る・
利用する）、 
 
③地域交流プラン（「弓道」を体験し、弓道の「ことば」と「動
作」の学びを契機に、地元の弓道愛好団体と交流する。） 

３．事業の内容 



群馬大学・群馬県 
「多文化共生推進士」養成ユニット      
 ○ライフプラン専門家 
 〇日本語教室コーディネーター  

日本語指導ボランティアの養成 

連  

 

携 

 ４．実施体制 

群馬大学 
国際教育・研究センター  

(日本語教育専門家） 

日本語教材の作成 

日本語教室の実施 



大谷 明 

ファイナンシャル・プランナー 
 （ＣＦＰⓇ認定者） 
日本ＦＰ協会群馬支部副支部長 

茂木 和子 

ななせ社会福祉事務所長 
社会福祉士 

合同会社ピア・サポート代表 
介護福祉士 

渋川市社会福祉協議会 
社会福祉士 

群馬県弓道連盟所属
弓道五段 
日本語講師 

群馬大学・群馬県 「多文化共生推進士」養成ユニット 

４．実施体制 
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運営委員会 群馬県・伊勢崎市・伊勢崎国際交流協会 

日本語・国際交流等NPO関係者・ 
群馬ファイナンシャルプランナー協会・ 
社会福祉・介護事業所関係者 及び 群馬大学関係者 

４．実施体制 



５．活動報告 

12 
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１．ヒアリング調査に基づく対象者イメージを共有する 
２．ニーズに基づく日本語教室の内容を検討する  
３．ニーズに基づく学習教材を作成する 

日本語教材の作成 

５．活動報告 
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日本語指導ボランティアの養成 

１．ヒアリング調査に基づく対象者イメージを共有する 
２．日本語教室の目的の共有する 
３．日本語教室の内容・方法を協働で作る 

５．活動報告 
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 ５．活動報告 

将来、 
自分自身や家族 
どんなことが起こり、 
どんな準備をしたら 
いいのだろうか。 

1.ライフプランをデザインする 

日本語教室の実施 
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 ５．活動報告 

２.マネープラン 

マネープラン第５回テキスト「こまったときのおかね」より 
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 ５．活動報告 

３.ケアプラン 
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 ５．活動報告 

３.ケアプラン 
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 ５．活動報告 

４.地域交流プラン 弓道体験を通じて日本文化に触れ、 
地域交流に役立てる 
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6．成果と課題 



日本に定住を希望する外国人住民が高齢期に向けて備える 
 「ライフプラン」に必要な日本語教育実践プログラム 

１．相互で理解し合い知恵を出し合う 

２．正確な知識をわかりやすく伝える 



日本に定住を希望する外国人住民が高齢期に向けて備える 
 「ライフプラン」に必要な日本語教育実践プログラム 

日本語を教える 

日本語で教える 

日本語があとからついてくる 


